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は じ め に
今回の調査は，近代化が進む２０世紀初頭にドイツ語圏
および欧米で活躍したオーストリア出身の演出家マック
ス・ラインハルト（１８７３１９３４）が１９２９年に開設した演
劇学校ラインハルト・セミナーについて，その歴史的な
意義を明らかにしようとするものである。ラインハルト
の俳優教育活動に注目した理由は次のようなものであ
る。筆者がそもそも彼の演出家としての仕事に関する研
究を進めている点も大きいが，それに加えてラインハル
トの行っている実践，たとえば地域と密接に結びついた
上演を企画し，また多数のツアー公演において各地域の
俳優を多く起用しながら地域の観客に問題を提起してい
く手法が，少なからず，我々のプロジェクトにとって応
用可能なヒントを呈示するのではないかと考える。
たとえば，彼がホーフマンスタールやシュトラウスと
共に企画し，１９２０年からオーストリアのザルツブルグで
開催しているザルツブルグ音楽祭は，中世の面影が残る
地方の小さな街を，その街の歴史や空間を生かし，その
場所でしか得られない観劇体験を提供することによっ
て，今日も街の重要な財産として継続されている。中で
もラインハルトが演出した大聖堂広場における野外劇
『イェーダーマン』は，街の地形や歴史や文化なしには
成立しない上演として，音楽祭には欠かせない演目と
なっている。
ラインハルト・セミナーは，ラインハルトがベルリン
を拠点に演出家として知られるようになり，さらにヨー
ロッパ各地，ロンドンやニューヨークでもツアー公演を
行う中で，演劇に関わる人材育成をすべくウィーンに設
置した演劇学校の一つである。他にもベルリンの劇場に
併設された学校や晩年の移住先となったアメリカにも学
校を設立するなどしている。
しかしながら，これまであまり日本ではこの事実につ
いては知られていない。俳優教育に関して云えば，同時
代のロシアの俳優兼演出家のスタニスラフスキイによる
俳優教育に関する書籍や，あるいはドイツの劇作家ブレ
ヒトの残した演劇論など，世界的に翻訳され広く影響力
を持った演技に関する方法は，日本の劇団の俳優訓練や
教育の現場に広く浸透してきた。それは書籍として手に
することができたという点で，国際的な人的交流が一般
化する以前の重要な情報入手の方法によるところもあっ
たのかもしれない。他方，ブレヒトと同じドイツ語圏に
あってもラインハルトのように文字や理論ではなく，舞
台上での表現そのものを重視する演出家の実践内容は，
生身での伝達によるところが大きく，また特定の限られ
た地域における教育実践として育まれてきた傾向がある
ように思う。
ドイツ語圏における俳優学校の概略
スティーブ・アーネスト著『東ベルリンの国立俳優ア
カデミー－マックス・ラインハルトの俳優学校からエル
ンスト・ブッシュ俳優芸術大学にいたる俳優訓練の歴
史』i の第一章でドイツ語圏における演劇および俳優教
育の略歴が記されている。まずはその内容を参照しつ
つ，ドイツ語圏における俳優学校設立の概略についてま
とめておく。
ドイツ語圏における俳優学校の最初の例に１８世紀の
「ライプツィヒ俳優学校（Lipzig School of Acting）」
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礎的な調査研究である。プロジェクトでは，地域において演劇的手法が人々の生活や文化的環
境の向上にいかなる貢献をし得るのかについて，継続的に若者や成人を対象とした教育実践を
進め，その成果より得られるデータの検証を進めている。それと同時に演劇的手法そのものの
可能性について歴史的な観点から再検討を加えていくことも意義あることであろうと考える。
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があげられている。この学校はドイツ語の劇作やドイ
ツ語で演劇を上演する劇団の設立に貢献したゴット
シェット（Johann Gottsched，１７００１７６６）やノイバー
（Caroline Neuber，１６９７１７６０）の活動を経て誕生した
学校とされる。それまでドイツ語圏では，イギリスから
の劇団による道化芝居やイタリア喜劇などの影響で生み
出されたハンスブルストという道化の芝居が人気だった
が，ドイツ語の優れた劇作はあまり見られなかった。
ノイバーの劇団に影響を受けた次世代の人物にフリー
ドリッヒ・シェーネマン（Friedrich Schönemann，１７４０
１７８２）がいる。彼の劇団は１８世紀のドイツ演劇における主
要な俳優，ゾフィ ・ーシュレーダ （ーSophie Schroeder），
コンラート・アッカーマン（Konrad Ackermann），コ
ンラート・エクホーフ（Konrad Ekhof，１７２０１７７８）な
どを輩出している。そして１７５３年にエクホーフが
「シェーネマン・アカデミー」を設立。彼は俳優の地位
を高める目的を掲げ，劇団のアンサンブルを育成するこ
とを目指した。隔週に会合を持ち，作品を読んで徹底的
に話し合い，上演された芝居を批判する場も準備した。
また「俳優は自分の芸術の法則を意識して，全体の利益
のために厳密にそれを実行せよ」と述べ，定期的寄付や
罰金で「それに値する貧窮の俳優」を援助する仕組みも
考えた。この活動はエクホーフの熱意により１年続いた
が，総帥のシェーネマンの理解を得られず短命に終わ
る。ii
このエクホーフの試みは，新沼氏が「彼が道を拓い
た，いわゆる心理主義的リアリズムの演技，そして戯曲
についての統一的ヴィジョンを共有した俳優たちの一致
協力による演技のアンサンブルという演技理念は，ドイ
ツ演劇の近代化のプロセスで継承されていく」iii と指摘
するように，その後のドイツ語圏で，マイニンゲン劇団
からラインハルトへと，演出家によって統率された俳優
のアンサンブルによる演技方法の方向付けが早い時期に
なされている点で注目に値する。
１７６５年，ハンブルグでアッカーマンが立ち上げた劇
場は，１７６７年に国民劇場として運営される。そこには
シュレーゲル（Johan Elias Schlegel）やレッシング
（Gotthold Ephraim Lessing）といったドイツの劇作
家によって書かれた作品もレパートリーとして上演され
る。国民劇場としての劇場運営はあまり成功しなかった
ようだが，この時期にレッシングによって書かれた『ハ
ンブルグ演劇論』は後のドイツ演劇に影響力を持つ著作
として知られる。
アッカーマンの意思を次いだ俳優フリードリヒ・ルー
トヴィヒ・シュレーダ （ーFriedrich Ludwig Schroeder，
１７４４１８１６）は，１７７１年からハンブルグ劇場を統括し，
ハンブルグに俳優学校を創設している。彼はディドロの
『俳優に関する逆説』に示されたような，感情にまかせ
るのではなく，訓練された身体動作と冷静な分析から生
み出される真に迫った演技で評価された俳優である。ま
た，ドイツではまだ改作上演が一般的であったシェイク
スピア作品を，原文通りの上演には至らなかったもの
の，１７７６年に７作品上演して，ドイツにおけるシェイク
スピアの再評価をうながした。
１８世紀後半になると，俳優に対する尊敬の高まりやド
イツ語によって書かれた国民のドラマへの意識が強まる
中，国の援助を受けた常設劇場も数多く見られるように
なる。経営面のことに煩わされず，また実益上必要で
あった旅興行を減らし，健全な経済基盤を持った劇場
で，良い音楽や演劇が生成されることを理想とした。当
時の国家としての君主たちには，宮廷の華やかな楽しみ
だけでなく，国民のための真面目な劇にも取り組むこと
が求められるようになる。皇帝ヨーゼフ２世の時代に
は，ウィーン宮廷劇場運営をめぐって，そのレパートリー
や配役，衣装や演出を決定する組織運営について検討が
重ねられ，選出された複数名の委員による運営を経て，
最終的には１８１７年より関係者による選挙で芸術上の責任
を持つひとりの監督を選出する方法に落ち着く。その一
人目の人物はシュライフォーゲル（Josef Schreyvogel，
１７６８１８３２）で，古典的なレパートリーを上演して劇場
を成功に導き，そこでは彼もまたアンサンブル俳優の育
成を主張し，劇場の芸術性を高めていった。
１７７５年の設立されたゴータ宮廷劇場には，エクホーフ
の一座が関わり，はじめて俳優が宮廷の劇場運営に参加
した例となった。またはじめて俳優のための年金制度が
実現された。１７７６年設立のマンハイム国立劇場で
は，１７８１年以後は俳優たちが芸術部門の管理に参画し，
上演の全権についても俳優から選ばれた１人の代表に任
されることになる。さらにエクホーフが「シェーネマ
ン・アカデミー」で実践していたように，作品や上演に
関する論議や作劇上の問題などが運営委員会の中で話し
合われた。ここから頭角を表した俳優がイフラント
（August Wilhelm Iffland，１７５９１８１４）である。彼は
「マンハイム俳優学校」の基礎を固めた。
１７９１年のヴァイマルでは，ゲーテ（Wolfgang von
Goethe，１７４９１８３２）が宮廷劇場の指揮に当たる。彼は
エクホーフやイフラントのような自然な表現を追求する
演技法ではなく，様式的で計算された俳優の動きや全体
の演出を要求した。そして「ヴァイマル俳優学校」を設
立している。
ここまでの流れをざっと見てみると，１８世紀末期から
の劇場の常設化が，旅興行を常としていた俳優の経済状
態を安定させ，地域コミュニティに結びついた活動へと
転換していく契機となっていることが見て取れる。
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１９世紀に入って，俳優一家の一員であったエドゥアル
ド・デフリーント（Eduard Devrient，１８０１１８７７）は，
１８３９年に１年間コメディー・フランセーズのコンセル
ヴァトワールでの体験を通して翌年「演劇学校につい
て」というドイツにおける舞台俳優養成の理想を記した
論考を出版した。彼の考えは，ラインハルトがベルリン
のドイツ劇場で設立した俳優学校に取り入れられてい
く。デフリーントの主張は，俳優とその育成を国が援助
すべきというもので，建築や絵画や音楽の学生と同等に
演技を学ぶ学生も扱われることを主張したものであっ
た。
こうして地域に留まって行われるようになった俳優教
育は，それまでの個人指導で育てられた俳優による異な
るスタイルで演じられていた舞台に対し，長く稽古時間
を取って統制の取れた群衆の演技などを可能にする地盤
を固めていくことになったといえる。
そして１９世紀末には，群衆の演出および装置のリアリ
ズム表現，さらには専業的な演出家の誕生など，ヨー
ロッパの近代演劇に広く影響を与えることになったマ
イニンゲン公ゲオルク２世（Georg Ⅱ Duke of Saxe
Meiningen，１８２６１９１４）率いるマイニンゲン劇団の登場
へと繋がっていくのである。
ラインハルトの演劇学校設立へ
１９世紀末からヨーロッパ各地で，自然主義演劇の潮流
が生まれ，フランスの自由劇場（１８８７年）をはじめ，ド
イツの自由舞台（１８８９年），イギリスの独立劇場（１８９１
年），モスクワ芸術座（１８９８年）などで，それまでとは
違った演技，大仰な演技術に拠らないリアルさの徹底が
はかられた。ベルリンで自由舞台を率い，１８９４年ドイツ
劇場の芸術監督となったオットー・ブラーム（１８５５
１９１２）のもとには，各地から新しい舞台表現を求める多
くの若者が集まり，マックス・ラインハルトもまた，そ
の１人であった。
こうした演劇改革のもとに進められた写実性を重んじ
る演技は，それまでの演劇にはない迫真性や演劇が表現
しうる人間の心理の幅を広げることに貢献するが，その
一方で，俳優芸術についての再考をうながすことにな
る。１９１０年代半ばからドイツ表現主義の演劇潮流が見え
始めると，俳優の演技は反リアリスティックな大げさな
心理表現へと傾いていく。演出家レオポルト・イェス
ナーやエルヴィーン・ピスカトール，そして劇作家ベル
トルト・ブレヒトなどが活躍を始める時期でもある。
ブラームから離反したラインハルトが１９０５年にブラー
ムに代わってドイツ劇場の芸術監督に収まった時に設立
されたドイツ劇場の俳優学校は１９３３年まで続いた。ベル
リンでは１８９９年に設立された二つの学校iv についで三番
目に作られた学校であった。また同時代にはドイツ各地
に演劇学校の設立が多くみられる。v
ラインハルトがドイツ劇場に演劇学校を設立したと
き，ベルリンの政府へ許可申請のための文書に記された
内容は，以下のようなものであった。「俳優学校を立ち
上げる目的は三つ。俳優の演技方法を提供すること，古
典とモダンの両方のドラマについて理解を促進するこ
と，我々の劇場の若手を育成することである」vi。
準備された授業には，発声やスピーチの講師に，ベル
リンの大学の朗読法やスピーチの教授，そしてウィーン
のブルク劇場でボイスコーチをしていた有名な俳優など
を招いた。演技についてはドイツ劇場で活躍する俳優た
ち，ヴィンターシュタインやアイゾルトなどが指導にあ
たった。劇場の文芸部員（ドラマトゥルク）エフレイ
ム・フリッシュ（Efraim Frisch，１８７３１９４２）が学校の
最初の代表となった。
最初の年に６０人の学生を受け入れるが，運営にはすこ
し負担の大きい人数だったという。たとえばフェンシン
グや舞台所作のコースは比較的うまく回ったが，即興の
クラスに平均で２０人，発声クラスには平均１０名という数
字は多すぎたようである。翌年には受け入れ人数が１２人
になった。入学はオーディションと面接によって決定さ
れた。授業料は年間６００マルク。９月１５日から１２月１日
までと，２月１５日から４月１日までの２セメスター制で
２年間の訓練プログラムになっていた。１年目は主に身
体と発声の訓練が中心で，朗誦，リズム動作，フェンシ
ング，即興などを学び，翌年には役柄の研究とアンサン
ブル演技の授業が加わった。
就学中にドイツ劇場の公演に出演するチャンスも多く
準備されていたが，それについては良い面と悪い面が
あったようである。学生にとって実践的な経験は重要で
プロへの道を開くきっかけにもなったが，一方で，学ぶ
時間よりも舞台に出ている時間が多くなり，訓練が中途
半端になることも問題になった。また多くの講師はプロ
の俳優や劇場スタッフであったことから，休講があるな
ど授業スケジュールの調整にも苦慮した。しかしながら
１９１０年までは，ヨーロッパでもすぐれた俳優学校という
評判であったという。vii 当時，ラインハルト演出の特徴
とされた優れた群衆アンサンブルの実現にも，こうした
俳優育成の場が重要な役割を果たしたことは確かであろ
う。
しかし，当初はラインハルト自身も授業で心理や精神
性を表現する演技を指導することがあったが，ヨーロッ
パ内外に名を知られるようになると，徐々に学校への関
与は薄れていく。とはいえ彼の貢献のひとつは，フラン
スに続いて俳優育成に国家的な援助が得られるようにす
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る方向付けを行った点にもある。彼はブランデンブルグ
公に宛ててデフリーントの「俳優学校について」を引用
して必要性を訴えた。すぐには認められなかったが１９２５
年には，ベルリンに国立俳優学校設立が設立される。ま
たそれは，ラインハルト・セミナーと称されるウィーン
の国立俳優学校（Staatliche Schauspielschule Wien）
の設立にも結びついた。
ラインハルト・セミナー
ラインハルト・セミナーについては，ヘルムート・
シュバルツ著『マックス・ラインハルトとウィーンのセ
ミナー』viii を参照しながら，大枠をまとめておく。
ラインハルトは第一次大戦前まで，主にベルリンを拠
点にしながら欧米興行で名声を得るが，ザルツブルグ音
楽祭の創始に関わった１９２０年前後になると，戦争や時流
の動きに合わせて徐々に故郷であるオーストリアへ仕事
の場を移していく。そして１９２４年，ウィーンのヨーゼフ
シュタットにあった閉鎖中の劇場を改築し新たにヨーゼ
フシュタット劇場を立ち上げた時，ベルリンの例になら
い併設の俳優学校「ヨーゼフシュタット・セミナー」を
立ち上げる。
またラインハルトはヨーゼフシュタット劇場で『夏の
夜の夢』のリハーサルを行う傍ら，１９２５年には国立アカ
デミー（Staatsakademie，１９１９，後の Hochschule für
Musik und darstellende Kunst）で演出の授業の講師
を務めた。そこで高等教育としての俳優学校の設立に向
けた企画がなされていく。１９２６年のラインハルトによ
る，俳優と演出家の養成を目指した学校構想は次のよう
な内容である。ix
Ｉ．俳優学校
目的：俳優芸術の分野に関する高い教育を音楽と俳優
芸術アカデミーの卒業試験程度をすでに習得し
ている学生たちに提供する。
修学期間：２年間
授業時間：１年目１８週，２年目１７週
科目：
１．役柄の研究，レパートリー，シェーンブルン宮
廷劇場での公演
６週 講師：ラインハルト，ハンス・ティーミ
ヒ，エミール・ガイアー，ポール・
カルベック
２週 俳優による指導（講師には現役俳優の名前）
２．マイム表現，体験（Erleben），演技
６週 講師：イワン・シュミス
３．衣装と仮面，様式，装飾
２週（１年目），４週（２年目）
講師：ホフラート・ロラー，シュトランド
４．話すリズム，音楽，動作（Bewegung），自由
発表
２週（１年目） 講師：ブラシッツ
５．音楽的な俳優養成
２週（各年） ラインハルトのプランによる
６．文化史
１週 講師：ブラシッツ
特別講義：（たとえば，ホーフマンスタール，フラン
ツ・ヴェルフェル，リヒャルト・ベーア
ホフマン，マックス・メルなど）
指導目標：（略）
入学条件：（略）年齢：男子１７才以上，女子１６才以上
学費：４０５０
学位：（略）
Ⅱ．演出学校
目的：大きな新しい劇場に要求される演出や劇場運営
に関わる人材の育成
修学期間：３年間
授業時間：１年目１４週，２年目１４週，３年目１１週
演出の学生は俳優学校の授業にも出席し，
独自の時間割を立てること。
科目：
１．理論 演出技術，場面，作品，役柄，本の脚色
６週 講師：ラインハルト，ガイアー，カルベック
端役，文体練習，幕割，華麗な儀式
２週 講師：ホフラート・ロラー，シュトランド
史料，儀式，宗教哲学
２週 講師：ブラシッツ
２．実習科目：
照明，舞台機構，スケッチ作成，模型，作業場
４週（各年）
講師：ホフラート・ロラー，シュトランド
３年目
学生たちのシェーンブルン宮廷劇場のリハーサル
と演出
６週 講師：ラインハルト，ガイア－
２週 独自の執筆，作品評価など
講師：ラインハルト，カルベック
劇作法，劇場運営：著作権，出版，上演権，職場の
安全，契約，代理業，俳優法，検閲，事務，広告，
報道，海外，交通，通信，ラジオ，専門知識，調達
など
４週 国立劇場の文芸部
演出と音楽 １週（各年） 講師：ブラシッツ
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指導目標：（略）
入学条件：（略）
学費：４０
実際に開校された１９２９年には，これよりも内容に多少
変化はあるものの，基本的な方向性は読み取ることがで
きる。カリキュラムの内容については他の例との比較を
していかなければ，独自性について論じることはできな
いが，この学校が，演技の講師にイワン・シュミスを配
している点で，中欧におけるロシアのスタニスラフスキ
イ・システムに則した心理的な演技を学べる最初の場で
あったとみなす記述もある。一方で，演技におけるリズ
ムが重視された点については，心理リアリズムに加え，
古くからの朗誦法や舞台独自の表現に帰ろうとする傾向
として，新旧の折衷的な指導内容と評される傾向もあ
る。
たとえばラインハルトと同郷の俳優ベルトルト・ヘル
ドがベルリンのドイツ劇場で行っていた演技指導につい
て「それぞれの人が持つ会話のメロディをつかむこと，
特に動作のリズムは大切」xと語っている内容などは，
自然主義的演技とウィーンの旧来からの様式的な演技の
新たな折衷を示すものとして取りあげられることも多
い。ラインハルト自身も１９２９年に雑誌のインタビューで
「ニューヨークの俳優たちは踊ることができる。説得力
や魅力を持った新しいリズムがそこにはある。これから
の俳優は音楽やダンスの要素を考える必要があるの
だ」xi と語っている。これもまた彼が指導した俳優学校
の方向性を示唆する言葉である。同時に，この記述に
は，各地を巡り，その地域の俳優たちと共に仕事をした
ラインハルトならではの，演技に関する感受性が見て取
れて興味深い。
ま と め
今回は，ドイツの演劇学校の設立の歴史的事象を追
い，そしてラインハルト・セミナーの最初の設置目標を
確認した。１８世紀以後，ドイツ語圏においては国家をま
とめあげていこうとする歴史的な経過の中で，母国語に
よる文化を豊かにしようとするナショナリズムを背景と
しながら，ドイツ語で演じる俳優の養成および旅公演や
劇団経営にあえぐ俳優たちの生活を保障する動きが生ま
れてきたことが分かる。
ひとつの地域に俳優がとどまって舞台製作に集中でき
る環境が，舞台芸術の質のみならず表現方法に変化をも
たらしたことは興味深い。たとえば舞台全体のリズムや
場面構成，一貫した演出方針などに基づいた舞台作り
は，こうした環境の変化と共に醸成されていった。確か
に１９世紀後半から２０世紀前半においてドイツ語圏の演出
家が得意とした群衆による統制の取れたアンサンブル演
技には，稽古時間の確保が重要である。また演劇学校の
設立は，そうした群衆演技を支える人材育成の場として
も機能していたことが分かる。
他方，今日では日本でも行われている国や自治体によ
る文化への資金援助について，歴史的な観点から見直し
てみると，舞台芸術が常に抱えてきたジレンマの一端が
見えてくる。つまり経済的な基盤と作品の関係である。
興行成績や収入を意識すればどうしても観客の好みに
拠った内容に傾きがちである。また劇団にとって重要な
収入源であった旅公演を続けることで，舞台製作にかけ
る時間が奪われる。そういう状況下では，演目選択や俳
優育成に力と時間を注ぐ余力がなくなるという問題がつ
きまとう。その解決として地域に拠点を置いて活動でき
る基盤は意義のあることであった。しかし国や自治体の
援助が実現した背景には，当時のナショナリズムが強ま
る時期において文化・芸術が国や地域の財産として機能
し，両者の利害が一致したということでもある。つまり
国や自治体が推奨すべき基準がそこでは議論されていく
わけである。大学に演劇学校が設立される過程において
も，その議論は尽きない。国や地域に貢献すべき人材の
育成について，どのような目標や方向付けを考えていく
のか。これは現代の我々にも突きつけられている重要な
問題である。
ラインハルトが１９２０年代以後，ザルツブルグやウィー
ンで果たした役割のひとつは国や地域の文化を豊かに展
開していく基盤作りであっただろう。第二次大戦をくぐ
り抜けて今日も継続されているザルツブルグ音楽祭，そ
してウィーンの俳優学校ラインハルト・セミナーは，着
実に土地に根づき，オーストリアの文化醸成に少なから
ず寄与してきたことは確かである。
今後は，ラインハルト・セミナーが設立後，今日まで
どのように継承され，役割を果たしてきたのかといった
点についても調査を進めたいと考えている。
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